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​　​​　​​お​​聞​​か​​せ​​く​​だ​​さ​​い。​​皆​​様​​か​​ら​​い​​た​​だ​​い​​た​​ご​​意​​見​​を​​大​​切​​に​​受​​け​​止​​め、​​校​​内​​い​​じ​​め​​問​​題​​対​​策​​委​​員​​会​

​　​​　​​に​​お​​い​​て​​定​​期​​的​​に​​振​​り​​返​​り、​​こ​​の​​方​​針​​が​​「子​​ど​​も​​に​​とっ​​て​​の​​最​​善」​​に​​つ​​な​​が​​る​​よ​​う、​​必​​要​​に​​応​
​　​​　​​じ、​​よ​​り​​良​​い​​形​​へ​​と​​アッ​​プ​​デー​​ト​​し​​て​​い​​き​​ま​​す。​
​　​​　​​い​​じ​​め​​の​​な​​い、​​誰​​も​​が​​安​​心​​し​​て​​笑​​い​​合​​え​​る​​学​​校​​は、​​教​​職​​員、​​保​​護​​者、​​そ​​し​​て​​地​​域​​の​​皆​​様​​が​​手​
​　​​　​​を​​取​​り​​合​​い、​​同​​じ​​方​​向​​を​​向​​く​​こ​​と​​で​​初​​め​​て​​実​​現​​し​​ま​​す。​​こ​​れ​​か​​ら​​も、​​子​​ど​​も​​た​​ち​​の​​健​​や​​か​​な​
​　​​　​​未​​来​​を​​支​​え​​る​​一​​つ​​の​​チー​​ム​​と​​し​​て、​​共​​に​​悩​​み、​​共​​に​​喜​​び、​​子​​ど​​も​​た​​ち​​の​​確​​か​​な​​成​​長​​を​​分​​か​​ち​
​　​​　​​合っ​​て​​い​​け​​る​​関​​係​​で​​あ​​り​​た​​い​​と​​願っ​​て​​い​​ま​​す。​



いじめ防止等のための組織

組織対応の流れ

〈２２条〉 【 別　紙　１ 】

　



令和８年度　いじめ防止等に係る年間計画

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

会
議
・
研
修

いじめ問題
職員研修

職員会議

未
然
防
止

授業参観 授業参観

修学旅行

早
期
発
見

家庭訪問

１０月 １１月 １２月 1月 2月 3月

会
議
・
研
修

いじめ問題
職員研修

未
然
防
止

授業参観

卒業式準備

早
期
発
見

学級懇談

いじめ不登校
引継ぎ

いじめ防止
基本方針研修

学級懇談

いじめ
アンケート調査

いじめ不登校
職員研修共通理解

晩成っ子ふり返り
アンケート

晩成っ子ふり返り
アンケート

晩成っ子ふり返り
アンケート

いじめ不登校
職員研修共通理解

いじめ不登校
職員研修共通理解

晩成っ子ふり返り
アンケート

晩成っ子ふり返り
アンケート

晩成っ子ふり返り
アンケート

いじめ問題
対策委員会

いじめ問題
対策委員会

いじめ問題
対策委員会

いじめ問題
対策委員会

いじめ問題
対策委員会

いじめ問題
対策委員会

いのち・なか

ま

個人懇談

集会

人権教育
職員研修

いのち・なか
ま集会


